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理念：最新の知識と技術に基づいた的確で親切な信頼される医療を実践します。 

■当院は地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点病院、エイズ治療中核拠点病院です。 

 

 

          病院長（釧路医師会副会長） 草野 満夫  

           

あけましておめでとうございます。 

 

          旧年中は、私ども釧路労災病院に格別のご支援ご指導を賜り感謝申し上げます。労災

病院は、昨年 10 月に道東地区唯一となる地域医療支援病院の認定をいただきました。

認定にあたっては、皆様のご協力とご支援によるところが大きく、ここに改めて御礼

を申し上げます。ありがとうございます。 

          この地域医療支援病院制度の根幹は、かかりつけ医と基幹病院との医療連携を深め、

患者さんにとってより良い医療を提供することにあります。 

先生方が担当なさっている患者さんに、入院や手術等が必要となる病気（例えば癌など）が発見され、先

生方から患者さんを私ども基幹病院にご紹介頂いた後も、先生方には担当医の一員として、私どもと一緒に

診療に携わっていただく。これが地域医療支援病院制度におけるオープンベッドと呼ばれるものです。 

これまでも、ご紹介いただいた患者さんを病院に見舞われたことがあると思いますが、今後は、白衣に着替

え担当医や看護師から患者さんの病態の説明を受け、各種検査結果にも目を通していただき、患者さんのベ

ットを訪れていただきます。長く信頼を寄せている先生に往診していただけることは、患者さんにとって、

どんなに心強いことでしょう。 

先生方が、患者さんにとって一番身近で安心できるかかりつけ医として、私どもと一緒に患者さんを診てい

ただき治療にあたっていただけるよう、我々は地域医療の担い手のである先生方を支援してまいります。 

釧路労災病院は労働者の健康福祉の向上を図るために設置されている独立行政法人ですが、同時にこの地域

全体ための病院です。 

先生方と共に、より良質な医療を地域の患者さんに提供することができるよう、我々も最善を尽くしたいと

思います。 

オープンベット制度をはじめとした地域医療支援病院制度が患者さんにとってまた先生方にとっても最善

のものにできるよう、院長室は常にオープンドアで、先生方のお越しをお待ちしています。 

先生方との信頼関係なくしては、我々が地域医療支援病院としての役割を果たすことはできません。 

ベットやドア同様、私のマインドも常にオープンに、先生方と直接お話させていただく機会を 1 回でも多く

持ち、ご意見を伺いたいと思っています。どうぞ気軽に声をかけてください。 

 今年もこの地域の頼れる基幹病院としてさらに充実した医療を展開したいと思います。旧年にも増しての

ご支援を衷心よりお願い申し上げます。 
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1.新年のご挨拶：院長 草野満夫 /連携室長（副院長） 宮城島拓人 

2.検査機器利用のご案内 3.講演会のご案内  
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        地域医療連携室長（内科：副院長） 宮城島 拓人 

 

あけましておめでとうございます。 

 

この地区の医療問題は解決されるどころか、某中核病院内科の受診ハードルがさらに引き

上げられ受診難民が出たり、精神科ベッドが縮小されたりと、どんどん悪化していた昨年

でした。そんな縮小医療の風が吹き荒れる中で、当院が最後の砦とばかりに職員一丸とな

って頑張って参ったつもりですが、その甲斐あってか、昨年 10 月におそらく行政として

も最後の認定だと思われる地域医療支援病院を取得いたしました。 

釧路医師会病院が廃院になり、数年釧路根室地域で空白が生じていましたが、今回の当院の取得により、

ほっと胸をなで下ろしたところです。紹介率や逆了解率、顔の見える連携の構築などハードルは高こうござ

いましたが、みなさまのご協力とご理解・ご推薦によりなし得たことであり心より御礼申し上げます。 

しかし地域医療支援病院を取得したことが目的ではありません。これからが勝負です。 

このようなブランドを地域から頂いたこと(私は行政から頂いた病院機能資格ではなく、地域で頑張っている

みなさまから頂いた称号だと思っています)で、さらなるモチベーションを持って有機的な病診、病病連携を

構築していく所存でございます。 

今年こそ地域で頑張っているみなさまとともにいい夢を見たいと思っています。 

よろしくお願い申し上げます。 

 

ＣＴ・ＭＲＩ、内視鏡（上部消化管）検査機器の共同利用システム 

当院では、月～金に地域の先生方から上記検査の依頼があった場合、ご対応できる体制を整えております。

この場合、外来紹介はありません。患者様に直接、各検査部門に来ていただき、検査の後、直接患者さまに

先生方のもとへご持参頂くか、当院より先生方へお届けいたします。当院の医師の診察、治療は発生しませ

ん。先生方御自身の診療施設内の機器と同様に扱いいただけるということになります 

詳細につきましては地域医療連携室までお問合せください。 

（歯科医院のみなさまへ）撮影時のＣＴデータは 0.6 ㎜スライス幅なのですが、直接お渡しするＣＴのデー

タは 5-10 ㎜スライスのため、歯科領域の診断には適さないことが予想され、当院口腔外科で診断可能な状態

に画像処理を行った後、各歯科医院にお渡しすることが必要になります。 

ＣＴ画像を必要とされる先生におかれましては、従来通り、当院口腔外科をご紹介ますようお願いいたしま

す。 

  

 

  

講演会・研修会のご案内 

釧路労災病院道東乳がん患者会「シャイニー・ピーチ」主催の乳がん啓発活動の講演会を開催します。

乳がん患者及びご家族・一般の方・医療従事者のみなさま、ぜひ、ご参加ください。 

お問い合わせは地域医療連携室まで。※後日、ご案内を送付いたします。 

□日時：平成２５年２月１６日（土）１３時～１５時 □会場：釧路労災病院 ３階講堂   

※乳房補正用品、ケア帽子などのバザー同時開催。 

・第一部：講演会 最近の乳がん治療 ～トピックス～ 

            演者：釧路労災病院 副院長 小笠原 和宏 

・第二部：乳がん体験者の語り（５～６名） 

・第三部：乳がん自己検診法の体験 
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